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高緯度電離圏には、常時沿磁力線電流を介して磁気圏から電場、運動量、エネルギーが伝搬されており、その
効果は中低緯度の電流にまで及んでいることが従来の観測、シミュレーション等の研究により知られている。本
研究では２１０度地磁気観測網から南北両半球中低緯度のデータを用いて、等価電流関数から電離層電流ベクト
ル、中性風が作る電場（U x B）、静電場Eとを合わせた正味の電場を求め、中低緯度電離層に磁気圏からの影響が
どの程度及んでいるのかについて議論する。

静穏時における中低緯度電離層電流は主にsolar heatingによってドライブされた中性風がイオンをひきずるこ
とで生じており、北半球で反時計回り、南半球で時計回りといった大規模な２つの渦電流が常時存在することが
知られている。これとは対照的に高緯度電離圏では太陽風と磁気圏相互作用の下で生じたプラズマ対流が存在し
ており、イオンから中性大気への運動量輸送が起こっている。

高緯度電離圏には、常時沿磁力線電流を介して磁気圏から電場、運動量、エネルギーが伝搬されており、そ
の効果は中低緯度の電流にまで及んでいることが従来の観測、シミュレーション等の研究により知られている。

本研究では２１０度地磁気観測網から南北両半球中低緯度のデータ（南北地磁気緯度：１０～６０度）を用
いて、等価電流関数から電離層電流ベクトル、中性風が作る電場（U x B）、静電場Eとを合わせた正味の電場を求
め、中低緯度電離層に磁気圏からの影響がどの程度及んでいるのかについて議論する。

データは１９９５年の各s e a s o n（summer , winter , equinox）から静穏時、擾乱時のイベントを１つずつ選択し
た。夜側電離層の電気伝導度は小さく、静穏時には夜側での磁場変化はほとんどないと考えられるので、これを
基準レベルとして静穏時、擾乱時共に昼側で観測された磁場変動のみに着目した。擾乱時の磁場変動に関しては、
静穏時S q場を差し引くことをせず、正味の電場分布の静穏時から擾乱時にかけての移行を考察しm a g n e t o s p h e r i c
dynamoとatmospheric dynamoのカップリングについて考察を試みた。


